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島根大学支援基金の学生
ベンチャースタートアップ支援
奨励金を受給し、山陰地域の
企業へAI（人工知能）導入
を支援する大学発ベンチャー
企業「株式会社ストラテジー
AI」を創業した中尾香達 さ
ん（人間科学部４年）に、事
業内容や支援金の使途などに
ついてお話を伺いました。

令和６年度は、皆さまから69,301,544円のご寄附をいただき、延べ6,317名の学生と学
生サークル32団体に合計28,065,464円の支援をすることができました。厚く御礼申し上げ
るとともに、引き続き皆さまのご支援を賜りますようお願い申し上げます。
※C区分・H ～ O区分は、事業を安定的、継続的に実施するため、一定額を財源として確保する目的で令和

６年度は支援を実施していません。　

この度は島根大学支援基金より多大なるご支援を賜り、心より御礼申し上げます。
株式会社ストラテジー AIの中尾と申します。いただいた奨励金は、最新の高性能パソ
コンやディスプレイ・周辺機器の整備に充当し、生成AI開発環境を強化することがで
きました。現在、共同創業者の竹林（竹林蒼太さん総合理工学部4年）とともに、山
陰地域の企業へAI導入研修や業務効率化コンサルティングを行い、地域のデジタルト
ランスフォーメーションを推進しております。地方では人的・資金的リソース不足とい
う課題に直面しますが、支援金により事業基盤を固めさせていただきました。また、
AIを活用した販促システムやカスタマーサポート自動化など、地域課題の解決に直結
するプロジェクトを進行中です。そして、学内外の学生エンジニアとも連携し、実践の
場を提供することで次世代人材の育成にも貢献しています。資金調達や法務対応など
未経験の領域では苦労も絶えませんが、皆様からの温かいご支援と励ましが日々の原
動力となっています。今後は島根発の成功事例を全国へ波及させ、学生起業家が挑
戦しやすいエコシステムづくりにも取り組んでまいります。重ねて感謝申し上げます。

中尾香達さん

より詳細な内訳などは支援基金ＨＰに掲載しております。
https://www.fund.shimane-u.ac.jp/
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本学の大学院に在籍する学生のうち一定の条件を満たす学生を対象に、研究の成果発表等のために学会等
へ参加する際、その旅費等の一部を支援する奨学金を支給しています。今回は、2024年度に奨学金を受給し、
学会発表を行った学生の報告をご紹介します。

島根大学医学部は、2025年に創立
50周年という節目を迎えます。これま
で地域医療の発展に貢献してきた本学
では、次の50年に向けて教育環境の
さらなる充実を目指し、新教育棟の建
設を計画しています。
この新教育棟には、OSCE対応の実
習室、グループ討論室、多目的ルーム
などを備え、学生や若手医師がより実
践的なスキルを磨ける環境を整備しま
す。この取り組みを支えるため、皆様
からのご寄附を募っております。
寄附金は金額にかかわらず、新教育棟の建設、50周年事業に充てられ、
寄附者様のご芳名は感謝の意を込めて掲示させていただきます。

詳細は医学部創立50周年記念事業
公式サイトをご覧ください。
https://50th.med-shimane-u.jp/

中村さんは、遺伝子多型と生活習慣に関する研究を行っており、糖代謝に影響を与える新規遺伝子多型につ
いて発表しました。

人間社会科学研究科　 中村　優斗さん

初めての国際学会への参加でした。英語でのポスター作成に
は苦労しましたが、主指導教員から添削やアドバイスを受け、
納得いくまで表現方法やレイアウトに工夫を凝らしました。その
結果、他国の学生や教授に研究内容を理解していただき、更に
は「あなたの研究がとても好き。これからも頑張ってね ! 」と
いう嬉しいお言葉をいただくことができました。この経験は、自
分の研究に対する自信と今後のモチベーションの向上に繋がり
ました。今後はより発展した研究ができるよう努めるとともに、
投稿論文の作成にも取り掛かりたいと考えています。

三木さんは、中海の海藻類の現存量の変化が生物群集に及ぼす影響について研究発表を行いました。
自然科学研究科　 三木　芽衣さん

島根大学医学部長 石原俊治

新教育棟「次世代の医療人が育つ、新たな学びの場」（建設場所・着工時期は未定）

私は今回の発表を終えて、自分の研究の現在位置を深く理
解できたと思う。まず、対外的な “promotion “をする上では、
自分の研究内容の学術的価値を正確に捉える必要があった。
今までやってきたことを改めて振り返った。一方、実際に発表
すると、質問を受ける。その質問の中には自分では考えなかっ
たような疑問点や先の展開につながるものが含まれていたりす
る。この先どう研究を進めていくかという先の道筋に関するヒ
ントとなった。このように、学会発表を通して自身の研究の今
までとこれからを認識することができた。さあ、次の目的地へ。


